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―
次
期
中
期
計
画
に
つ
い
て

戦
略
投
資
な
ど
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
る
か
。

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

し
す
る
こ
と
に
し
た
。
２３
年
か

ら
の
次
の
中
期
計
画
は
将
来
に

向
け
た
種
ま
き
の
第
２
弾
。
新

し
い
技
術
を
開
発
し
て
い
く
た

め
に
も
人
材
を
育
成
す
る
体
制

を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
２２
年
度
中
に
計
画
を
策
定

し
た
い
」

―
世
界
シ

ェ
ア
の
多
く
を
握

る
半
導
体
向
け
ス
パ

ッ
タ
リ
ン

グ
タ
ー
ゲ

ッ
ト
の
増
産
計
画
を

打
ち
出
し
た
が
、
半
導
体
需
要

が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
中
、

将
来
的
な
見
通
し
は
。

「
世
の
中
が
今
後
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
に
向
か

っ
て
急
速
に
進

で
使
う
薄
膜
成
形
材
で
あ
る
ス

パ

ッ
タ
リ

ン
グ
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
）
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
伸
び
て
い

く
だ
ろ
う
」

卜
非
鉄
金
属
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
が
、

７
割
を
海
外
依
存
し
て
い
る
リ

サ
イ
ク
ル
材
料
の
入
手
な
ど
世

界
的
な
情
勢
を
ど
の
よ
う
に
見

て
い
る
か
。

「
日
本
に
は
地
下
資
源
が
乏

し
く
海
外
に
依
存
し
て
お
り
、

循
環
型
社
会

へ
の
貢
献
や
経
済

安
全
保
障
の
意
味
か
ら
も
事
業

を
増
強
し
て
い
き
た
い
。
ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド
精
錬
と
し
て
鉱
石
メ

イ
ン
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
の

比
率
を
極
限
ま
で
高
め

て
い

き
（
４０
年
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
比

率
を
５０
％
に
高
め
た
い
。

（温

室
効
果
ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ

ロ

に
す
る
）
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
実
現
す
る
た
め
に
も
技

Ｊ
Ｘ
金
属
　
銅
を
中
心
と
す
る
非
鉄
金
属
製
品

の
製
造
販
売
を
手
掛
け
る
。
久
原
房
之
助
氏
が
■

９
０
５
年
に
銅
山
を
買
収
し
て
日
立
鉱
山
を
創
業

し
た
の
が
源
流
。
久
原
鉱
業
や
日
本
鉱
業
を
経
て
９２
年
に
日

鉱
金
属
が
発
足
し
て
い
る
。
２
０
■
０
年
に
新
日
鉱
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
新
日
本
石
油
が
統
合
し
誕
生
し
た
Ｊ
Ｘ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
中
核
事
業
会
社
と
し
て
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金

属
を
設
立
。
１６
年
に
現
社
名
に
変
更
し
た
。
国
内
拠
点
と
し

て
は
県
内
に
日
立
事
業
所

（日
立
市
）
や
磯
原
工
場

（北
茨

城
市
）
な
ど
を
展
開
。
大
分
県
に
佐
賀
関
精
錬
所
が
あ
る
。

２．
年
１２
月
に
日
立
北
部
工
業
団
地

（日
立
市
砂
沢
町
）
内
に

半
導
体
用
ス
パ

ッ
タ
リ
ン
グ
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
生
産
す
る

「
日

立
北
新
工
場
」

（仮
称
）
と
日
立
事
業
所
敷
地
内
に
ス
マ
ー

ト
フ
オ
ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
機
器
や
車
載
用
途
向
け
に
使
わ

れ
る
圧
延
銅
箔

（ど
う
は
く
）
の
仕
上
げ
工
程
を
担
う

「
日

立
新
工
場
」

（仮
称
）
を
約
３
０
０
億
円
を
か
け
て
建
設
す

る
計
画
を
発
表
し
て
い
る
。

鉄
金
属
素
材
を
製
造
す
る
２
工
場
新
設
を
含
ん
だ
約
４
８
０
億
円
の
設
備
投
資
計
画
を
打
ち
出
し
た
。
２

０
２
０
年
７
月
に
策
定
し
た
２２
年
度
ま
で
の
３
カ
年
中
期
計
画
で
は
３
年
間
で
３
０
０
０
億
円
を
盛
り
込

ん
だ
が
、
村
山
誠

一
社
長
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
に
伴
う
今
回
の
投
資
計
画
に
つ
い
て

「
２
年
前

倒
し
し
た
感
じ
だ
」
と
戦
略
的
な
投
資
判
断
だ
と
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
主
力
の
銅
精
錬
に
つ
い
て
も

鉱
石
メ
イ
ン
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
の
比
率
を
高
め
、

「
４０
年
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
比
率
を
５０
％
に
高
め
た

い
」
と
強
調
し
た
。
今
後
の
同
社
の
事
業
戦
略
に
つ
い
て
村
山
社
長
に
聞
い
た
。

リサイクル原料比率50%に高める

「次
期
中
期
経
営
計
画
は
２
０
２
２
年
度
中
に
策
定
し

た
い

一
と
話
す
Ｊ
Ｘ
金
属
の
村
山
誠

一
社
長
＝
都
内

染
拡
大

で
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど

デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速

に
進
ん

だ
た
め
、
当
初
描
い
て
い
た
計

画
よ
り
も
能
力
増
強
を
前
倒

ク
ル
材
料
の
）
資
源
調
達
リ
ス

ク
は
あ
る
。
中
国
が
覇
権
的
に

今
以
上
に
囲
い
込
み
を
す
る
可

能
性
な
ど
調
達
リ
ス
ク
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
。
海
外
勢
と
の

競
争
激
化
す
る
中
、
収
集
ル
ー

ト
を
積
極
的

に
確
保
し

て
い

く
。
そ
の
た
め
に
も
材
料
の
分

析
能
力
を
高
め
て
ユ
ー
ザ
ー
の

信
頼
を
勝
ち
取
る
努
力
が
必
要

だ
。
台
湾
や
欧
州
に
も
拠
点
が

あ
り
、
こ
の
地
域
の
マ
ー
ケ

ッ

ト
で
手
広
く
収
集
で
き
る
取
り

組
み
を
強
化
す
る
」

故
一人
一０
一年
全
羊

回
　
亡
く
な

っ
た
人
の
年
〈

て
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
ヽ

か
。Ａ

　
故
人
の
年
金
の
手
続
一

に
３
種
類
あ
り
、
い
ず
れ
も
ヨ

年
金
事
務
所

・
年
金
相
談
セ
一

窓
口
で
す
。
　
　
　
　
　
　
‐

ま
ず
、
国
の
年
金
を
受
け
¨

た
場
合
に
年
金
の
受
給
を
停
百

続
き
が
あ
り
ま
す
。
亡
く
な

一

以
内
に

「
受
給
権
者
死
亡
届
‐

し
ま
す
。

次
に
、
未
支
給
年
金
の
受
“

で
す
。
国
の
年
金
は
亡
く
な

一

分
ま
で
受
け
取
れ
ま
す
。
た
い

は
偶
数
月
の
１５
日
に
前
月
ま
一

『
分
が
コ
巫
に
振
り
込
ま
れ
ブ


